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沖縄辺名地の社会人類学的調査I
il 清 明 祭
と
門
中
組
織
iま
め
じ
本稿
は、
沖縄本島北部・本
部町辺名
地にお
いて
、
造」
を考
察し
た前
稿
ωに引
き続き、
「清明祭」
の行
事過程
の考
察を中心
に、
「シヌ
グ祭
記と
村落構
村落構
造とくに
「門中組
織」
を検討
しよ
うとす
るも
の
である。
前稿
で提
示
したよ
うに、
シヌ
グ祭
加が
もっ
儀
礼的表象
の諸
特徴
に
つい
ては
、
行事過程
の記
述分析
を通し
て、
その
概
要を把
握し得た
か
と思
う。
ところで
シヌ
グ祭
間の
神役組織
の構
成
員に
ついて
は
、
いく
つか
の特
定の門
中成員
た
ること
が
重要な条
件とされ
てい
ることか
ら、
祭組
組織と
村落構造
の理
解に
は、
まず
もっ
て門
中組
織の把
握が
必
須である
と痛
感さ
れ
、
その
ためには
差
当っ
て
清
明祭の考
察に、
今回
の
主題を
設定
し
たわけである。
そこで
、
一九
八三
年四
月五
日
(旧三
月二十二
日〉
に辺
名
地のムラシ
iミ
l
(村落
の清
明祭)
を参
与観
察し
て得られ
た諸
事実を
はじめ
、門
中シi
ミl
(各門中
の清
明祭)
や門
中組
織に関し
て収
集し
た資
料を
もと
に、
こ
の課
題に接
近し
てみた
い。
具体
的諸事実
の記
述分析
に入る前に、
これまで
の沖
縄問
中の
研究
史のう
ちで、
本稿
とも
関わ
る沖
縄北部
地域
の諸
研究を
ふりか
えり
、
若干
の問
題点
を整理
して
おく
必要が
あ
ろう。
沖縄辺名地の社会人類学的調査
E 
品
橋
統
大
越
I-;\. 品ょ、
平
(1) 
注
高橋・大越(一九八二)
沖縄北部の門中組織
11諸研究の
視点
と問題 ||
戦後
の沖
縄研
究に
画期的意義
をも
っ、
都立
大学社会
人類学教室
による
沖
縄調査
の報
告、
「沖縄
の社
会と宗
教」
(一
九六五)には、
序章
と終章を
別に
す
れば、
m論
文が
収録
され
ていて
、
その
調査地
の内
訳は
沖縄本
島北部
4、
同南部1
、宮
古
2
、
八重
山3と
なっ
ており
、
ほぼ沖
縄全域を
カバ
ーし
てい
るが、
沖縄北部
の
4論
文と
南部
の1
論
文は
いず
れも
門中組
織を
主
要テl
マ
にし
て
いる
。
調査地選
定に
はいろいろ
の条
件が考
慮
され
たであ
ろう
が、
こ
の場
合は
その
一つ
に
、
南部
で
アイ
デアルと
さ
れてい
る門
中が
北部
で
はどう
なって
い
るか
を
明ら
かにした
い、
との
意
図、
があ
った
の
では
ない
かと思われ
る。
こ
の沖
縄調査
(一
九六
二J一
二)
の前
後から
一九七0
年
代に
かけて
、門
中が
盛んに
議論され
たのも
こうし
た状況
にお
いて
のこ
とで
あった
。
論じ
ら
れた
諸
問題
は各
調
査地
の微
妙な地
域差は
もとよ
り、
それぞれ
の調
査資料分
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即ち、
当初
の風
葬や
洞穴葬
の後
、
棺の使
用
・村基作成
・洗骨
・シジ
ガメ
や
ガンの使
用
・門
中墓
の作
成と
いう
一連
の変
遷は
みな
町方
の模
倣だ
と
い
Aノ
ω。
同じ
国頭村
宇嘉
は竹
村
卓二
による
と、
少数
の帰
農士族
(寄留者層)
を除
き単一階層
の部
落だ
が、
部落を草
創し
た根屋を継ぐ
A筋
が大
元祖
(ウ
フガ
ンス)
、
その
直
接の分
枝B
・C-
D筋
が
中元祖
(ナカガ
ンス)
とし
てナカ
ムト
ウ
(仲元)
の地
位に
ある。
他方、
別に
Z筋が
同様
に
一つ
の門
中を形成
している
。
こ
の門
中も本
来は
A
の分
校で
あった
が、
口碑に
よる
と、
Aか
ら
Zが
分家し
た数
代
後に、
A門
中以
外から
養子をと
った
ために
別筋に
な
った
のだと
いう
。
との
庁同
一門中
から
の養
取山
の原
則
(養子同門制)
は、
門中
の父
系系譜
の排
他性
を如実に
示し
ている
が、
門中
それ自
体に
おける
本
家・
分家
・孫分家
の相
対的関
係は必
ずし
も血
縁系譜
明確
でな
く観念化
してい
る場
合も多
い。
そし
て門
中の
祖
先祭相、
例え
ばシジカミ
(水拝み
、5
・9
月)
では
、
A 
Z両
家にそれぞれ
の円
中が
参
集し
て儀
礼
が行わ
れる
が、
後日、
ナ
カ
ムト
ゥ
単位
で各
戸ご
との
儀
礼
があると
いうよ
うに、
田口 σ唱。口
同】
の自
律性
が
認めら
れる
。
なお、
門中
墓の形
成はな
く村墓
だけだから
、
墓制上
のグ
ルー
ピン
グ
はみ
られな
い。
竹村
は
近隣諸部落
と概
括的
に比
較検
討し、
こ
の地
域の特
色を、
①南部
の
門中
の
如く
数部
落に
また
が
る出
自集
団と
なら
ず、
高度
に地
縁
化し、
②門中
墓が最近
の現
象だ
から、
基制上
の集
団帰属
の指
標が
欠け、
むし
ろ集
団分裂
の契
機を含
み、
③門中概
念そ
の
ものも瞬
昧で、
その
範囲
の振
幅が大き
く、
沖縄辺名地
の社会人類学的調査
H 
「問中
」
とい
う
用語
もノ
ミナル
に使われが
ちであ
るi!
と整理
し結
局、
「門
中なる
社会制度が
この
地域
で
は親
族関係を規制
する上にお
いて
二次
的な機
能を果
すにとどま
って
い
るよ
うに考
えられ
る」
と結
んで
いる
ω。
右の竹
村が
指摘す
る北
部の特
色と
き
わだ
っ
て対
照的な
のが
、
一五
うま
で
も
なく
南
部の場
合で、
比嘉政夫
は
そう
した
事例を玉
城村仲村渠
にお
い
て詳し
く分析
している
。
ここ
には
主な
ものとして
5門
中が
ある
が、
その
いず
れも
近隣部
落や那
覇な
どに
ウフムトゥ
(総
本家)
をも
っ。 ウフ
ムトゥ
の
分れ
と
され
るナカ
ムト
ウ(
本家)
が部
落
内にあ
るわ
けだが、
例えば
外当問
中では
ナカ
ムトゥが6
あり、
さらにそ
のそ
れ
ぞ
れにチ
ュチ
ョ
lデ!と
よぶサ
ブグ
ルー
プがある。
各チ
ュチ
ョ
lJ
アl
は数
戸からな
るが、
これ
らは
長男
の
系統、
次男
の系
統と
いう
よう
にナカ
ム
トゥと
の本
分
家の系
譜が
概ね
よみ
とれ、
ナ
カム
トゥと
の聞にか
つ
て養
取関
係が
あ
った
こと
が多
い。
また門
中の祭
記や
門中墓
の年
忌に
おいて
行
事の
中心に
なるト
iシムト
ゥとか
、
門中
の遠
祖に
つな
がる
聖
地巡拝
で門
中や
部落を
こえ
た役
割を
もっカ
ミム
トゥ
に、
特定
の
ナカ
ムト
ゥ、
がな
って
いる
。
比嘉は前
者が
現
実の生
活で
の門
中のリー
ダー
であり、後
者に
は「
神本家」
とい
った別
のリー
ダー
シッ
プがあると
解し
てい
る凶
。
この
よ
うにウフ
ムトゥ
(総本家
)↓ナ
カムト
ゥ
(中・
本家)↓チ
ュチョ
デーl
(父
系近親)
とい
う
分校
構造
をも
っ門
中は、
いわ
ば父
系の
諸
問g。5
(婚姻規制
のない
)
な回
忌ま
たは
己
白 P
-5
2mm
とみなしうる
こ
と、
が、
今日
いち
お
う認め
られ
ている
わけ
だが
、
村武
精一
はとりわ
けチ
ュチ
ョl
デl
が
沖縄辺名地の社会人類学的調査
E 
門中
の核
になる
として
、その
意
義を強調
し
ている
。
そし
婚
姻規
制は
なくと
も、
娘が
いな
がら
あえ
て婚
出さ
せ、
自己
の父
系血縁
内か
ら養
取す
る父
系再
生産
に注目
するとともに、
父系
血縁を意
味しな
がら
双系的
出RFE
- -可
を
もつ〈1E〉系
の語
と概念
に
注意を喚起
し
ている
問。
この
-Eあ
る
いはヒキ
につ い
て北
部の
羽地村真喜屋
(現
、名
護市)
を
調査
した小
川徹は
、
元屋を
一にする
父系
親族を
その
姓
を冠し
て某
門々
中と
よぶの
が
普通
だが、
屋号や居
住
地の
小字
名を付
し
て某々
ヒキ
とも云
い、
た小
・中の
門中を含む
大元
(ウ
フムト
)
を戴
く
全体を某
ピ々キ
と
称す
る例
もある
ことから
、1E
が問
中以前
の古い
用語と考え
dそ
の
実体を祖
先祭記
との
関
連で、
口承
及び国
世紀後
半の
「請日帳」
ilヒ
キの
祭
加や先祖墓補
修費
の成
員
への
割
符づけーー
を
分
析す
る
ことによ
っ
て明ら
かに
している
。
その
結
果、
「父
系親族集団
とし
てのヒ
キ
は、
出嫁
女子を自己
のヒ
キと
考え、
さらに彼
女の
子孫を
も世
代
を超え
てなお
自
己の
ヒキ
と考
え
てい
ると
する
と、
その反
面
にお
いて
、
かよ
うな
観念
の支
配す
る社
会に
おい
ては
、
これ
を
構成す
る個
人は原
則
的に父
方
ヒキ
をも
っ
とともに、
また
原則
的に母
方あ
る
いは
祖母方
に
もヒ
キをも
つこ
とになる。
こ
の側
面か
ら眺め
た場
合、
祖先祭
記に関し
て双
系的
ない
し多
系的な原
理が支
配
する
ように見
えること
があり
うる。」
と問
題を提
起し
ている
問。
とこ
ろで、
この
1E
ある
いはヒキ
の概
念、
用法及び
それ
と門
中と
の関
係に
ついて
、
比嘉
政夫が
諸家
の見
解を整
理し、
ヒ
キは血
縁を意味す
る場
合、
本来、
双(多)系的
である
が、
婚姻
居住規制
など種
々
の条
件
によ
っ
て父(
男)
四
系に傾
斜し、
とくに村
武の
いう
ように、
聖的な場
を通じ
超世代
的なも
のを
志求
する
こ
とを
指
摘し
てい
る。
他方、
門中
の特
徴と
して
、
何共通
の祖
先か
らの
分れで
あると
いう
口碑
伝承
・記
録、
同門中墓、
村宗
家の
行う祖
先祭記
への
参加、
同祖先
祭記を
主導す
る女
性
司祭者を
当該問中内
に生れ
た者から
選出、
同婚出
した女
性は夫
方門
中に
入る
(但
し特
定の
女性司祭
者は生
家の
問中祭記
に参
加)
lil
〔刷
の
地域的変差
は大 〕、
など
を列
挙した上で、
次
の如
く述べ
て
いる
。
ま
村落
の中の複
数の聖
地、
拝所
を中心
に形
成さ
れた
祭
間集団が
、原
初的
には
兄弟姉
妹関係
を軸に
した
一種
の
両系
的な血縁に
よる
もの
であ
っ
て、
しだ
い
に男
系ま
たは
父系
的傾
向を強め
てい
った
ので
はなかろ
う
かと
いう
考えも
無
理ではな
い。
〈円
中〉
祭
聞に
おける嫁
出した
女性
の参
加の仕
方
にか
なりの地
域的差
がみ
ら
れること
、す
なわ
ち嫁
出した
女
性は生
家
の八
円
中〉
のメンバシー
ップ
を失う
地域
と、
「女は
一代限
り実
家
の
〈問中〉に
属
する
」と
い
う地域
(竹村、
一九
六五)
のある
こと
、
また
〈チ
ュチ
ョl
デ
l〉
とい
う芯同日が
〈問中
〉E
σ唱。
ロ匂
(一種
の
吉区目ロロ何回ぬる
を意味
して
い
る地
域
(比嘉、
「嫁
出した
姉
妹の家
族を含む」
地
一九
六五
)と
域と
がある
こ
とは
、
上の通
時論的
な疑
問に対する
共時論的資料
の裏
づけ
とも
考
えられよう
mo
ヒキの
概
念と円
中形成
の問
題は、
門中
以前
の親
族組織
に深
く
関わ
る複雑
な事
柄で
あっ
て、
もと
より
安易
な仮説や早急な結
論は避けな
くて
はならぬ
が、
小川や右
の比
嘉の見
方は
示r
吸を含ん
でい
ると
い
えよ
う。
さて
大
胡
欽一
は
、
門中
の構
成単
位であ
る家
族に内
在
するイ
デオ
ロギ
なー
いし
他
界観を
示すも
のとして
、
チョl
デlカサ
パイ
(兄弟
重合)
及び
オナ
リ神に着
目し、
こ
れを
上本
部村備瀬
(現、
本部町)
で詳し
く分
析して
いる
。
チョ
iデ
lカサ
パイ
とは同
一の
「位牌立
て」
に兄
弟姉妹
の位
牌
をお
くのを
禁忌
する
ことで、
これは
同
一家族員
は同じ位
牌
立てに
収め
て舵
らねばなら
ぬ
(「
同一居
住・屋
敷H
同一位
牌立
て」)
とい
う観
念にも
とづく規
制であ
り、
兄弟
(二夫
婦 )
の同
居を避け
る分
家慣
行
に結
び
つく
わけである。
そし
て分
家に
際し田
畑
(相続財)
より
も父
の屋
敷
(住居)
や位
牌
(祖
霊祭記)
が重
要な意
味を
も
つので
、
誰が
何処
で誰の位
牌
をど
の
よう
に租る
か、
が常
に問
題になる。
だから
現実
に、
さまざま
な事
態に
則し
て、
位牌
が如
何に継
承さ
れる
かが正
され
るこ
とになる。
他方、
オナ
リ神信
仰は、
従来も幾
多先
学の
研究
にみら
れる
如く、
姉妹
(オ
ナリ)
が兄
弟
(エケ
リ)
に対
し霊的に
優位
に立
ち庇
護す
る習
俗
で、
大胡
はそ
れが豊
作祈
願、
祖霊祭
記、
旅立
ち出
征な
どの
幸
運祈願、
健康
や家
の繁
栄祈
願など聖
(霊)
的場面
で機
能
する実
態を、
伊平屋
島の場
合と比
較しな
が
ら分析
し
ている
。
そし
て結
局、
チョ
|
デlカ
サパ
イによ
っ
て分
散し
た
兄弟姉
妹は
、
オナ
リ神
信
仰によ
る祖
霊祭組
を
以っ
て再
統合
される
ので
あ
っ
て、
この
よう
な指
向が
門中形成
の重
要な要
因を担うも
のと
考えら
れる、
として
いる
問。
これ
はたし
かに
示
唆に富む
指
摘と
いえよ
う。
さて、
備瀬
の
門中組
織は他
の
北部諸村落
と
あまり
違わな
いが、
部落
の特
定の聖
域を受
持
つ各
門
中の女
神役
(ウ
クリ)
が門
中内
で選
定
され
ると
きに、
ユタ
の介
入が顕
著である。
備瀬
に
は強
い霊
効をも
っ3
名の
ユタ
がい
て、
今
帰仁
・国頭
や那
覇
・島
尻からも
託宣
を
受け
に来る
とい
う
から、
これ
は当
然
沖縄辺名地の社会人類学的調査
E 
であろう
。
なお、
シヌ
グ、
ウン
ジャミ
な
どの村
落祭杷
は有
力な
3問
中の
神役を
中心
に行われ、
村落司祭
の
ノロ
と男
神
役は草
分け
のN
K門
中から出るが、
その
他の女
神役
の継
承選
出にも
ユ
タが介
入
する
こと
が
ある。
そし
てユ
タの
託
宣
によ
る指
定の方
向は、
やはり父
の姉
妹から兄
弟の娘
(オ
パか
らメイ
)
にむ
かうこ
と、
が多
いと
いう
。
ところ
で備
瀬で註
目
すべ
きは、
双系的親族組織
のパ
ロ
iジが
門中
に重
複
-併存
している
こと
である。
これは
結婚
・家
建築
・不幸や祝
事
の集り
・回
植や
キピ倒し
・カ
ヤ刈り
・砂糖作
り
など
の互
助共同
H労
働援助
をす
る人々
で、
「自
分から
い
っ
て父
方も
母方も祖
父母
の親の代
までは
含め
る」と
いう
。
パロl
ジの
日
常の
親し
い付
合い
はイ
トコ
の範
囲ま
でで
ある
、が、
この
双系的
親族関係が
、
聖(
霊)
的場面
で機
能す
る父
系
的集団
(門中)
とは
異る、
世
俗的場面
で機
能し
てい
る事
実
||つま
り二
つの
異
質的原理
の
親族組織
の重
複・併
存を、
大胡は伊平屋
の場
合でも
指
摘し
ている
問。
このこ
と
は問
中以前と
門中形成過程
に関
連す
る興
味ふ
かい
問題
を含ん
で
いる
と云え
よう。
ところで
門
中形成過程
に
おいて
、
父系血縁原理が
必ず
しも
貫徹さ
れず、
この
た
め護雑な
内部構造を
示す事例
を、
山路
勝彦が
粟国島
で報
告し
ている
。
山路
の
モデ
ルで
の説
明に
よると
、ABC
の
3門
中、が
ある場
合、
Aからの父
系
ライ
ンに
よ
る分
家Bが
4代
前に他
系
統C
から
養子を
と
った
ことにより
、
生
物学
的な
父系血縁
ではCと
結び
つくことに
なっ
た
。
しかし
Aと
も関係が
切
れたわけではな
く、
Bは
女系を
一代介在
させ
てAと
結び
つく
||こ
の点
、先
五
沖縄辺名地
の社会人類 学 的調査
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の宇
嘉の事
例と
若干
異る。
かくて
AとCは
祖先
を異
にする別
系統なので
同
一集
団を形
成し
ない
が、
B系
統は
C系
統と
父系血縁
集団を
つく
り、
同時
に
A系
統と
も父系
血縁
集団を形
成
する。
この
両者
とも
〈門中〉
とよ
ばれる
が、
前者
(B・C
)を
〈シジ
の門
中〉
、後
者(
B・A
)を
〈タチイ
の門
中〉と
よ
んで
区別
し、
いず
れ
も祖
先祭加を
行う。
シジとは
生
物学
的な
父系
血縁を認
識す
る用
語で
あり、
タチイと
は他
系を意味す
る。
そし
て
〈シジの
問
中〉
の
結合
力が
〈タ
チイ
の門
中〉
より
強いにし
ても、
とに
かくこうした
門中
の
オ
パー
lラッ
プ
・併存
とい
う現
象
は、
「父系を指
向
するイ
デオ
ロギー
が優越
しなが
らも、
現
実に
は《
前代
の
遺制》
(〈
問中〉以前
のある
種の出
自体系)
が
残存
している
ことに
起因し
ている
」
と山
路は
云う。
4世
代ほ
ど前に
は
、
ジがあまり
強調さ
れ
なか
っ
たこと
、
墓制も村基
であ
ったも
のが、
いく
つか
の亜
門中や門
中どうし
の寄
合墓
に、
さらに
問
中墓
へと移
行す
る様
相が
みら
れること
、
そしてま
た神
役継承
に
おい
ても
シジが
辿れ
ぬ例
が多
いことなど
は、
右の
見解
を裏
付け
る事
柄と云え
るだ
ろう
。
以上
の
よう
な諸
傾
向は周辺
の渡
名喜、
座間妹、
渡嘉
敷の島々
にも
窺われる
が、
これ
らは
沖縄南部
と北
部の
中間段階
を一
不す
も
のと
考えられ
る、
と山
路は述べ
てい
るω。
この
見解
は大
筋に
おい
て首
肯し
てよ
いの
か
もしれな
い。
以上の
諸研究
の他に
も触
れた
い
論文や問
題が
なく
はな
いが、
冒頭
に記し
た諸
問
題は、
これ
までみて
きた諸
研究を
通
して
概ね検
討できた
かと
思
う。
これ
ら
の問
題
をさら
に解
明
するためには
、
沖縄北部
での
調
査資
料の
つみ
重
ねとともに、
先島
や離
島と
の比
較、
およ
び最
近
の動
向に
みられる如
く山、
本土
(同族)
や韓国
・朝
鮮
(門中〉
ある
い
は台
湾
・中
国
(宗族〉
などと
の
ムノ、
比較研究も当然、
試み
る必
要が
あ
ろう。
シ
注
山比
嘉
(一 九 七四)、
再録
・比嘉
(一九
八
三
、九
l
一
O
頁 )
凶常
見(一
九
六五)
同竹
村 ( 一 九 六
五)
凶比
嘉(一九六
五)
同村
武(一
九 六
五
、
一 三三
一t
一 二 頁 )
間小
川(一九六
五)
間比
嘉 (
一九 六
七)
、
再 録 ・ 比嘉
( 一 九八
三
、ニ
ニ
t
六頁
〉
矧大
胡(一
九 六
五)
州大
胡
(一九六
二、
一 九 六
五)
なお、
この
二つの異質
的原理
の 親 族 組
織の
重
複・併存
に関連する
興 味 ふ
かい
村 人 の 親 族 理 念 を 、
北 部 の
本部
半
島 ・ 伊 野 波
(
本部町)
を調査
した
田中
真砂 子 が
出自22nECとフィリエイシヨン(巴ぽ・
c c ロ )
の
二つの親族原理にのっ
と っ て 、
次 の 如 く 指 摘 し
ている。
即ち、
自 己
は
「 シ ジ 方 」
(父系)の出自集団日
門中の
成 員 で
あ る
と 同 時
に、
姻族を含み
自己
を
中心
とする
双系的
「エlカ」
(また
は
ハ ロ l ジ 、
親類}向日ロハ同23を持つ
が、
門
中関
係は「サ
ニ 」
( 胤 ・ 精 液 )
という
「物質」Jpgz♀cmH口出-zgE223
を通
し て
、
また
「エiカ」関係
は「チl」
(血
)と
いう
「物質
」 と 結 婚
を通
し
て 規 定 さ
れ る
と 考 え ら れ
ている
、と
いう。
そし
て ど ち ら
の関
係
も、
実際の付合
いは
個
人 で は な く
、
「 ヤ l 」 ( 家 )
を単位
に行
わ れ
る
こ と
が多
い、
と し て い
る 。
問中(一九八一二、
五五
頁およ び 一 九八二)
同山
路(一
九 六
八)
日か
かる比較は、
中 根
千 校 (
一九七一二)などに
よ っ て な さ れ
てき
た、が、
最近に至
っ て よ り 具 体 的 に 立 入 っ
た 検 討 が み ら れ
る
よ う に
なっ
た。
例えば
宮良高弘(一
九八二
)は
、 韓国で
も 両 班
(土族)
が顕
著 な
安東地
方
(慶尚北道安東郡)
・河
田 桐 の 問中
と八
重山・石 垣 市 の 一 円 を 比 較 し
、そ
の 異 同 を 論 じ て い
る 。
即ち河
回 洞 で は
、
と の 班 村 の 8 割 を 豊 山 柳 氏門
中が占
め、
他の雑
姓 が こ れ に
従属
す る
から
門中聞の桔抗
は弱く
、
む し
ろ
門中内
・支派聞のそ
れ
の方が強
い。そ
して
、
かか
る
拾抗も
門中
間では通 婚 ( 同 姓 不 婚 )
により、
問中内では各派間の養取に
よ っ
て
調和溶解 さ れ
る。
こ れ に 対 し
八重山では、
父系集
団 と し
ての
一円(問中)
が存在するものの一門の分校が村落を
こえて広がり、
ま た
村落祭-紀が御山獄を中
心に機 能 す る た
め 、
親 族 よ り も地
域結合原理
が優先する。
そ し
て
基 本 的 に は 、
童名の命名法
にみる 如 く 、
日 常 生 活 で
双系的
親族原理
が支配的だ
から、
一門
間
の桔抗関係
が 造 成 さ れ
ずに 、
島社会の
中で
人の々対立関係
が 溶 解 さ れ
るの
だ、
という。
他 方 、
両者は祖先祭紀の機能
に おい
て類
似点
があることを
指 摘 し
てい
る||河回洞豊山柳氏
・大
門中の盛大な墓記及びこの問中
の都市移住者を含む
花 樹 会 ( 同 族 会 )
の組織・活動と八重山の清明(墓前)
祭及び一
門親睦会の組
織・活動など
。
右の見解や
指 摘
は、
た し か に 示 唆 を 含 み
興味ふ
かい
が、
江守五
夫(一九八二、
三 三 t四頁〉 も
指摘
する如く、
韓国の
門中と
比較
するので
あれば
、
先 島 や 本 島 北 部 よ り も 、
ま ず も っ
て
本 島 南 部の
門中を対象
に す
る必要がある。
本 節 で 検 討
した北部
での
諸問 題 も 、
こう
した
視野と段階をふんでの
比較という
手続 が と ら れ
な く
て
はならぬのは云うまでもな
い。
な お 沖 縄 と 直 接 比 較
は し
て
いないが、
竹田且(一九八一
二)
は、
韓国の
門中を極め
て具
体的
に 記 述 し
( 全 羅
南 道 求 礼 郡の班村・順天 朴 氏
円中
〉 、
沖縄の問中
に
とっ
て
も 示 唆 深 い 考 察 を し
てい
る。
〔次章、
注閣参照〕
辺名地の清明祭
清明祭
(シ
lミ
i)
とは旧
暦三月の清
明節
に門
中
ごと
、
ある
いは
共同墓
を中
心にし
た問
中
の分
枝
ごとに
行われ
る祖
先
祭で、
こ
の慣
行は中
国か
らの
移入と
されな
がらも
山、
沖縄社会
で独
自の発
達をとげ、
今日、
沖縄
本島と
その
周辺
では
盛ん
に行われ
てい
る||
久
米島や宮古
・八
重山など
の先
島で
は一
部
の士
族階
層でしかみ
られな
いω
。
父系出自
集団た
る門
中
また
はその
分枝
のメ
ンバ
シー
ップ
表章
の一
つが
共
同墓
で
あるが、
それは必
ずし
も同血
縁のメ
ンバ
にーよ
っ
て作
られ、
使用
されると
は限
らず、
墓制
の変
遷と門
中
生成
の過
程に
おいて
、
擬制血
縁的
な
ものか
ら血
縁純化が
強調さ
れる
など今
沖縄辺名地の社会人類学的調査
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後、
解明さ
るべ
き問題が
ある。
また
清明祭が
対象
とする
祖
先や参加者
の範
囲・
規模
に
して
も、
門中墓を
中
心にした
メ
ンバ
のー
近
い祖
先に対
するもの
から
、
宗家
の
メンバ
をー中
心にし
て地
方に
分散
し
た分派
筋の代
表者も集
合
するもの
(神御
清明、
いろい
ろな
変差が
ある
om
カミ
ウシ
lミl
)
まで
、
ところで
、
シlミl
の名の下に
現在、
辺名
地で
行
われ
てい
る行
事には、
各門
中で営まれ
る「
門中
シlミ!
」
とともに
、
村
(辺名地
部落)
全体
の清
明祭
である
「ム
ラシlミ
l」
及び、
各家
で
なされ
る「
個人
シlミl
」
の三
つが認め
られる。
清明
節の
入り
日に、
まず
ムラ
シlミ
がー行われ、
それと
同時
またはそ
の後
、
清明
の期
間
(十六
日間)
内に
随時、
門中
シ
iミ
やー
個
人シlミー
が行わ
れて
いる
。
以下、
まず
ムラ
シ
lミ
lに
つい
て参
与観察
し
た事
実を記述
し、
つい
で各
問
中の
シlミlに
ついて
述べ
る
ことにしよ
う。
〈ム
ラ
シlミl
〉
比嘉政
夫に
よれ
ば、
「清明
祭と
は、
共同
墓を
中
心にした
(こ
のよ
うな)
父系血縁
集団が
、
メン
バー
の各
家族
の出
資、
また
は協
力によ
その
墓
前で、
ってつ
くっ
た供え物
を墓
前に供え、
そし
て共
食す
る
とい
う
慣行
である
」凶
が、
この
よ
うな
一般的な形
態からす
ると
、
ムラシlミ
lは血縁よ
りもむ
し
ろ、
地縁的
な契
機を
重視し
た祭
把と
もみなしうる
から、
辺名地
の
清明祭は
この
点
に一
つ
の特
徴
があると
一五える
かもしれな
い||↓
但し
、後
述の如
く、
厳密に
は完
全な地
縁祭
加で
はな
い。
ムラシlミ
lは
辺名地
の村
落草
創の祖
先、
いわ
ゆる
Hシ
マ建
ててを
対象と
する
祭記と
され、
理念
的には
シマ
( 部
落)
の成
員す
べ
てが参
加し
て営ま
れ
るの
が
原則だ
から
、区
(辺
名地部落)
でも
そのため
予
算を組ん
であ
る。
七
沖 縄 辺名地の社会人類 学 的調査
H 
さ
て
、
一九
八三
年四月五日
(旧
三
月二十二
日
、
清明
の
入り
)にム
ラシl
ミー
は次
の如
く
行われた
。
ウリ
ズ
ンの
季節
に入
って
小雨
のば
ら
つく
日
が数
日来続
き、
こ
の日
も生憎
の雨模様
なので
、
祭記
の時
間も例
年よ
りは短
縮
せざるをえな
い状
況にあ
っ
た。
午前中
、
各家
々
で女
性が料理を重
箱
に詰
め、
墓前
で燃
す
ウチカピ
(紙
銭、
後述)
を用
意す
るなど
、慌
し
い様
子の
中で準
備が整え
られ
た。
午後十
二時
四十
分、
辺名
地草
創の祖
とされ
る松田問
中の
宗家
(ム
トゥ
ヤ
、
マン
ナル
ンチ
に
村民
の参
加者
(そ
の顔ぶれは
後
述)
が集ま
っ
て来
Jザ
る。
重箱、
酒、
莫車、
線香
、
ウチカビ
などを
携
えて
、
ムラの
西方
にあるテ
元家)、ラグ
ンジ
ンへ向
う
(図
1
及び写
真1
・2
) 問。サ
トウキ
ビ畑
の造
成が
進め
ら
れている
広
い荒
地を通り
抜け、
海岸
へ下っ
てゆ
くと
テラ
グン
ジン
のある
森
へ入
る。
テラ
グン
ジンは、
図ー
のよ
うに、
辺名
地に近
い方
を、
上の
テラ
グ
ンジ
ン、
大浜
に近
い方
を下
のテ
ラ
グン
ジン
とい
う。
そし
て、
下の
テ
ラグン
ジン
の斜
め崖
下に、
数多く
の人
骨が
納め
られて
ある
H
墓w
がある。
(写真
3 )。
松田門
中の分
一行
が上
のテ
ラ
グン
ジンに
着い
たときには、
すでに
、
れである
へナジャl
の人
びと
が拝
んでいた
。
前稿
で
もふれたよ
うに、
辺名
地の神
役は、
ノロ
一人
、
ネガ
、、二二
人、
計四人の女
性を中心
に行
事を行う
の
が理
想型
と
され
ている
が
、現
在、
ネガミ
の一
人(
ヘナジャ
i)
が数
名の支
持者
と単
独
の行
動を
して
いる
。
シヌ
グ祭
間の際
の単
独祈願も周
聞
を驚かす
行動
であ
った
が、
こ
の清
明祭
に
おいて
も
自らが主
催すべ
きである
として
単
独祈願を
試み、
そのう
えマ
ンナル
ンチ
に集
まっ
た
一行
より
一足
先に祈
願を
すませ
てしま
った
ので
、
またも
周囲
から
は特異な眼
で見られ
る結
果
とな
っ
た
。こ
の当の
ネガミは
、
そのよ
う
に行
動す
るこ
とこ
そ大切
である
という、
図 1
7 
〈渡久地〉
く辺名I也〉
(主トすビ岱
八
/、九
〈大j兵〉 コユ/
辺名
地には居
住し
てい
ない
ユタ
の
判断を
信じ
てい
るわ
けであ
る。
ムラの
行
事が
繰り返さ
れるた
びに
、
マン
ナ
ルン
チと
へナ
ジャ
lの
二つ
の
家(
ヤl
、
家筋)
の葛
藤も
深刻化
し
ているので
ある。
ユタ
の判
断、が
影響を
与え
ている
点はもう
一つ
ある。
それは、
テラ
グン
ジンの拝
所が
二
つ存
在す
るこ
と
であ
る。
本来、
下の
テラ
グン
ジンの
みが拝ま
れ、
上のテ
ラ
グン
ジ
ンは
存在
し
て
頃に、 いなか
った
といわ
れて
いる
。
ところ
が、
ある
古
老の
話では、
彼が
未だ幼
い
どこの
人
か分ら
ない
ユタ
の
判断
によ
って
、
上
の
テラ
グン
ジン
を
開く
こと
を
指示
さ
れ
た
のだ
と
いう
。
そして、
その
理由も定
か
でな
いま
まに
、
拝
所
は
勝手
に移
動さ
せら
れ、
ムラ
の人
び
と
は
何の疑い
もなくそれに従
った
の
だと
いう
。
ところで
、理
想的な拝む順
序は
、ま
ず
上のテ
ラ
グンジ
ン、 次い
で
崖下の墓
、
最後
に
下の
テ
ラ
グン
ジン
の順
であると
いう
。
だから
マ
ンナルン
チ一
行
は
、止
むなく
ヘナジ
ャ
l一行
の
拝みが終
了
する
の
を
しばらく
待っ
て
、F
担 割 込
、
、νふJ、刀
一向
に終る気
配
も
ないので
、
とうとう
順序を
ち
がえ、
先に崖
の中
ほど
にある墓
へ参った
ので
ある。
墓は
、サ
ンゴ
塊を
積み
重ねた、
人の
背
丈に
あま
る壁
で固
ま
れ、
その
中に
は数多く
の
人骨
が散
乱し、
大きな費
から
は頭
蓋
骨が
見
えて
いる
(写真
3
1
いっ
た
い誰
の骨
である
のか
、
また
辺名
地の人
びと
の
祖先の骨な
のか
どうか
さえ明
確で
はな
いの
だ
が、
ムラ
の地
域内
にあ
るので
、
おそ
らく
祖先
であろう
と考え、
旧来
か
ら清
明
祭のと
きに
拝む
よう
慣例化
し
てき
たと
いう
。
が基
山の前には、
やっと
一人が供
物を
ささげ、
拝
むだけ
の
余裕
し
かな
い小
道
、が
あるだけで
、
その
下は
また
崖と
な
って
い
る。
おりて
来た男
性
達は墓に向
って
横一
列に並
び拝
んだ。
供物
は、
餅の
入った
重箱
を
向っ
て右に
置き、
天
ぷ
ら
、
蒲鉾
など
の入
った
重箱を
左
へ置
く。
ナル
ンチ
の当
主
(ノ
ロ
の弟
)
が中
心となり
、
線香
を
焚き、
合掌す
る
(写真
41 
一行
は供
物を形ば
かり口に
し
て
再び合
掌し、
冥土
のお
金と
いわ
れる
ウチ
カピ
を燃
す
と
、
す
ぐ
に帰
り
仕度を
し、
崖を
登
った
。
こ
の間二
十分足ら
ず
であ
った
が
、
へ
ナ
ジャ
!一
行
がまだ
上のテ
ラ
グ
ン
ジンで
の拝
みを
続行
し
ているので
、
マン
ナルンチ
一行は
止むなく
下の
テラ
グ
ンジ
ン
へ向
った
。
下のテ
ラ
グン
ジン
では
、
男女
全員が
参加
して
供
物を崖
下
のM
墓w
で並
べ
たよ
うに、
向っ
て右に丸
餅の重
箱、
左に天ぷら
、清
鉾、
三枚
肉の揚
げ物な
ど
の料
理が
詰め
られた重
箱を置く。
香炉
の手
前に箸
と泡
盛の入
った盃
が置か
沖 縄
辺名地の社会人類 学 的調査
E 
れ、
ノ
ロの
姉で
あるネ
ガ
ミと
マン
ナ
ルン
チの
当主が
最前列
に
着座
し、
参加
者全員が
、
その
背
後に座
った
(写真5
)。
参加
者の
顔ぶ
れは松
田問中
8人
〈足
に疾
患のあ
るノ
ロ
は今
回は参
加
せず
、
その
娘
が代
理参加。
この
娘は厳
密に
は松田門
中
の成
員で
はな
いが、
ここで
は
成員
と見なされ
てい
る)
、仲
村
門中
1人
、仲
里問中
1
人
、
その
他の門
中
ある
い
は村
溶の成
員2人
、計
ロ人
である。
前稿
で示
したシ
ヌ
グ祭
把で
神役組織を構成す
る
諸門中や
行事過程
に特
定の
役
割
をも
っ旧
家の
うち、
島袋門中
は今
年に限
つて
の不
参加、
また
辺名地
に居
住し
てい
ない
大
城門中
は
近年不参
加であるとは
いえ
、
この
場合
には、
古くか
らの
重
要な門
中
の代
表が
ほぼ
顔を揃え
てい
るわけで
ある。
こ
れ以
外に前
稿でも
指
摘したよ
うに、
辺名地
に
は村
落
人口
のほ
ぼ
半数
に達す
る渡口問
中
がある
のだ
が、
この
門
中は、
本部町
・崎本部
か
ら
の寄
留
(移入
者)
であると
いう
理由
で、
こ
のム
ラ
シl
ミーに
は参
加せず
、
渡口
門中成員
のみ
でこ
の日
に、
別個
に清
明祭を行
って
いる
。
すなわち、
辺名
地では
清
明
の入
り日に、松
田門
中の
マン
ナル
ン
チを
中
心とした
ムラ
シ
!ミl
、そ
して
同
て亨
ン
じ松
岡問
中の別の
一派
ヘナジャー
を中心に
した
門
中な
いし
個人
シlミ
1、
さら
に渡口門
中の
シl
ミ!
とい
う
ように、
三グ
ルー
プ
に分れ
て清
明祭が
行
われて
いる
わ
けである
。
下の
テラ
グ
ンジン
で行われ
るム
ラシl
ミl
は、
本
来ノ
ロ
の拝み
によ
っ
て開
始され
るの
である
が、
今年
はノ
ロが
欠席
のため
、
姉のネガ
ミが低い芦で、
ほとんど
聴き
とれな
い唱
えを
行い、
十分
間ほ
どで
終了
した
(写
真61
全員
で拝ん
だ後
、ウチカビを
香炉
の上で
、
壕(
洞穴)
に向
う形で
マン
ナルンチ
の当
主が燃
やし、
最後
に、
灰に泡
盛を
かけて火
種
を消し
た。
これで
厳粛な祖先
への
拝みは終
了し、
各家
々
で作
っ
てき
た料
理
で会
食と
な
った
。
九
沖縄辺名地の社会
人
類学的調査
E 
残っ
てしま
った
、
上の
テラ
グンジ
ンへ
の拝
みは
、
ヘナジャ
lの
一行
がや
っと
去っ
たあと
で
、
マン
ナル
ンチ
の
当主だ
けが行き、
下の
テラ
グンジ
ンで
拝ん
だ形
式と同
様に重
箱を置
き
、線
香をあげ、
ウチ
カビを
燃や
した。
そし
てふ
たた
び下
の
テラ
グ
ンジ
ン
へ戻
り、
持参
の重
箱の料
理を交
換し
て会
食が
続け
られた。
しかし
、
小雨
は止
まず
午
後三時には、
切上げて
全員帰途
に着
いた
。
そし
て、
さら
に前
述のよ
うに、
この
清明
入り
日また
はそ
の後
日、
各
問中
や個
人でもシ
lミー
が行われ
るわ
けである
。
ところで
清明祭
がムラ
・
門中
・個
人のどの
レベ
ル
でな
さ
れるにし
ても
、
日時や墓
参の場
が
異るだけ
で、
祭記
の儀
礼内容
そ
のも はほと
んど
変わり
ないといわ
れる。
しかし
、
門中シ
i
ミi
の方
式・
規模や
それを
行うための
財政的基
盤に
つい
ては
、
れぞれ
の門
中によ
って
、
かなり
の特
徴
がある。
〈松田門
中のシiミi〉
松田問
中のシl
ミl
は、
ムラシi
ミl
後の日
曜日
を選ん
でやる。
辺名地
の草
分け
とされ
る門
中だけに、
前述
の如
くムラシ
lミlにお
い
ても
絶大
な
リ
ー
ダ
ー
シップ
を保
持し
て
いる
から
門中
とし
てもム
ラシ
iミlに
力
点、
かあ
り、
した
がって
この
門中
のシ
!ミーでは
門中独自
の儀
礼を
営む
わけではな
く
一通
り
の行
事過程を
そのま
ま
繰り返
すだけ
である。
また、
マン
ナル
ン
チは人
びと
の意
識の中
で宗
家とし
て熟
知され
ては
いる
が、
戦災
で、
文書や
家譜
・位牌な
ど
をすべ
て失
って
しま
った
と
いう
。松
田門中が
マン
ナ
ルン
チ
を宗家と
して
一つ
に
まとまり
難い
状況||
典型
的には
へナジャ!
の分
派的
行動
など
liを
作り
出した
一因
がこ
の辺りにあ
るとも
考え
られ
る。
ムラシ
iミiで
の別
行動
と同
様
に
、
へナ
ジャ
!
のグル
ープ
は門
中シ!ミーで
も
、
やは
り別
行動
をと
る。
墓参
に
持っ
てい
く一
切の
料理は、
どちら
のグル
ー プ
。
も各自
の持
寄り
で賄われ、
門中全体
で行
事を運営す
るため
の費
用を特
に徴
収す
る
ことはしな
い。
〈仲村門
中のシiミ
l〉
前稿
で触れ
たように、
渡久地
の「ノ
ロ辞
令書」
をもち、
シヌ
グ祭
加
でウ
ンナレl
ト神
が訪問す
る仲
村家は
、仲
村問
中の
一宗家で
ある。
その
仲
村門
中の祖
先
(タチク
チ)
は、
具志川
(本島中部)
の按
司を務め
ていた
とい
う。
その
後、
今帰
仁へ移
り、
さ
らにその
分
れの長
男パ
ラが並里
(本部
町)
に
、
次男
パラ
がこの
辺名
地に居
住した
と伝
承され
ている
。
今日ま
で
十八代
続い
ている
と
いう
が、
系譜を
明
確に
遡れ
る世
代は四代
前ま
でで
あ
り、
古い位
牌
そ
もあ
るに
はあ
るが
、
一つ
の香
炉に
よ
り象徴さ
れ
ている
(図
2
それ以
上は
参照)
。
ム
ラシlミー
をおえた
後、
最初
の日
曜日
に、
成員が
申し合わ
せ、
今帰仁
へ墓参
に行く。
一方
、
町内
の渡
久地、
瀬底、
並里や那
覇へ出
ている
成員も辺名地
に戻
って
きて
、午
前中
に
門中シl
ミーを
行うが
、
午後
に散
会
し、
それから
個々
の
家の墓
に参る個
人シlミ
をー
行う。
墓参
の
料理
は持
寄
りである。
この
門
中は松
田門中
のよ
うに部落内に
成員が
集
住し
てお
ら
ず、
広い地
域に
分散
し
ている
から
清明
祭の他にも
部落内
の成
員と渡
久地や
瀬
底
に居
住し
てい
る成
員とが
旧
正月
六
日と五月五日 、
宗家に集
っ
て門
中拝み
を行
って
いる
。
この
と
きも
宗家
がもて
な
すので
はな
く、
各人が料理を持
寄
って
会食
し、
墓参
は
しな
い
。こ
の
他さ
らに
、
七年
マl
ル!
とか三
年マlル
とーかよ
ばれる
、
七・
一二
年
毎の門
中シ
lミ
がー行
われて
いる
。
これは
、
こ
の門
中の伝
説上
の祖
先が南部
から
北部
へ移
動し
てくる
際に、
世話
にな
った
家々
の墓に参
り
、
また
祖
先が
水を
飲んだ
と伝承さ
れる
井戸
(中部
の嘉
手納
にある
)
や祖先
にま
つわ
る
首里
の聖
地(
三ケ
所 〉
を巡
拝し
て来るも
ので
あ
仲村門中の系譜図2具志川按司(クシチ司ーアンジ〕
ム イ中村F�rt'のタチ門といわれている
ム
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る。車やパスを借り切る大掛りな旅行で、
三年マlルiは三年に一度の日
帰り、
七年マiルは七年に一度の一泊二日の日稜を組む。これを東廻りと
もいうが、周知の
如 く 、
同様なものは各地の門中にみられる。
このように仲村門中のシlミi
は 、
明確な系譜に基づく祭杷というより
は、
伝説的な系譜に由来する大規模な祭施行事が盛んなのだが、
そ の た め
の経済的な負担は強制されず、
半ば自由な参加になっている。
〈仲
里門
中 の シ ! ミ l 〉
これも前橋で指摘したように、シヌグ祭租のウンナレlト神が訪問する、
もう一つの旧家が仲里家であるが、仲里問中の宗家は、
町内
の備瀬にあり、
次男パラが渡久地にある。辺名地のは三男パラにあたる
という。この問中
の系譜認識は具体的には、一
一一 代前までしか遡れず、
また他系(小浜家)か
らの養取継承がなされたこともあって、門中として十分に機能して
い な い
。
したがって問中シlミiは行われず、ただ泊五月十五日に備瀬の宗家で
行
われるカミオガンには、成員が重箱に料理を詰めて参加す
る。
〈大城門中および島袋門中のシ151〉前稿で指摘したように、
シヌグ祭加の際にウンナレlト神や一日神を演
ずる大城門中は、現在、
辺名地に居住者がいないからとくに清明の期間
に
合わせた祖先祭記は行われていない。また、
乞計ャjif--グ祭把で一日神を演じる女性を中心にして清明の最初の日曜日に、辺
一日神を出す島袋問中では、
ナ ン ザ 1 ャ ー
ム(辺名地)
豆
名地在住の数人でシlミーを行う。しかし他出者が多く、系譜も不明確であり、
ユタの判断でもどこが宗家であるのか一致せず、祖先祭杷も定形を
なさないのが現状である。
以上が、地付きの旧来からの各門中にみられるシiミlの概略であるが
、
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一〉ヤ
辺名
地で
は最
大であり
なが
ら移入
者であ
る渡口門
中で
は如
何であろ
うか。
〈渡
口門
中の
シ
12
1〉
渡口門
中は寄
留
(移入者)
といわ
れてい
る門
中で、
前述
の如
く、
寄留
な
るが故
にム
ラシ
lミーには
不参加
である。
この
問
中の始
祖が
首里
か
ら崎
本部を
経て、
こ
の辺
名地
へ寄
留し
た
のが
、
いつ頃
か正
確に
は判ら
な
い
が、
そ う 古 く は な く 若 干 の 伝 承 か ら お
そらく、百二、
三十年前ぐらいではなかろうか。しかし、成員は辺名地に
集住
し
、辺
名地
では
最
も多
い十
八世
帯を数える
。
それらはムトゥヤ!っ元家、
宗家)から分れたメlウ
フヤ
l、
ウエク
ブ、
ウイヌ
ヤlグァ
!、
ミl
ャ!、
ア
ヤ
マ ヤ l ガ l 、
カl
ヌハタ
とい
っ
た屋
号の家々 が
、
すべ
て互
いに
明
確な
系譜認識
を
もち、
辺名
地におけ
る
最大規
模の門
中で、
その
構
成も図
の
如く明
確である(
図
3、
参照)。問中シlミiは、清明の入り日に行われ、
ムラシ
lミ
!と
ほぼ
同時刻
に墓
参を
する。
つまり、
ム
ラシl
ミーに
は全
く参加し
ないの
である。
ムラシlミ
ーへ
区から
の経
費助成が
なされ
るよ
うにな
っ
てか
ら、
この
門中
の人
びとも
村民
として自
由に参
加できるよう
にな
ったわ
けな
のだ
が
、
やは
り旧来か
らの
やり
方を踏
襲し
、
こ
の日に門
中シl
ミー
を行
うのだと
いう
。
定
の神
役はニ
の門
中に
はおか
れて
いな
いが、
祭租
は宗
家
一1
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の当主が主催している。祭記の内容はムラシlミlの記 述 で 示 し た や り 方 と ほ ぼ 同
様である。そして個人シ
ーミiは各家で、部落から他出している家族が帰るのを待って日曜日に行うという。
ところで他の門中が各人の料理の持寄りによって会
(ウィヌヤーグァー〉
食が行われるのに対し、渡口門中は年会費を徴収し、運営している。
ちなみに昭和五七年度会費は一人あた
り百円で、
子供も含めて家族人数分だけ徴収された。
これは、清明祭の東廻りの登首人の旅行費用を援助し、また旧五月十五日のカミオガンの際の会食費の補充に
(ウエクブ〉
利用される。カミオガンの際の協議事項は、
翌 年 の 清
明祭における東廻りを行う登首人の選定や収支決算報告が主なものであるが、
か つ て 十 数 年 前
に、
この問中
の始祖の母方の位牌祭租の是非が論議されたこともあった(写真7
・日参照)刷。
なお、
この門中の伝説的遠祖とされる張氏の清明祭
はそ
の墓のある那覇に住む成員が主催し
一 世 帯 あ た
りの会費によって運営され、
辺名地では宗家の当主の
みがこれに参加している。〈 寄 留 ・ 大 城
門中のシ151〉
この門中は、
シ ヌ グ 祭 聞 の 際 に ウ ン ナ レ 1 ト 神 や
日 神 を 演 じ る 前 記 の 大 城 門 中 と は 別
個の寄留
の門
中
で、
宗家は南部の糸満市にあり、
四月の第二日曜日に
沖縄辺名地の社会人類学的調査
寄留・大城門中の系譜図4
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そこで問中シlミーを行う(図4参照)。
辺名地から糸満まで乗用車で三時間ほどかかるので都合のつく人たちが
数名、
辺名地を代表して参加
す る 。 参 加 で き な い 家 々 は 寄 付 金 ( 昭 和 五 七
年で一J二00
0円)を出し合い、
餅や
料 理 の 材 料 を 買 い 求 め 、
天 ぷ
ら
、
蒲鉾、
豚肉などを調理して重箱に詰めて参加者に託す。
一方、
辺名地内でのシlミ1は、
ム ラ シ i ミ ! の 後 に 婦 人 た ち が 相 談 し
て日を決める。前日に墓の周囲の草を刈り、当日午前中に料理を作る。午後二時頃に先ず松善の墓と仲宗根太郎の墓を拝む。
一時間ほど
そ こ で 会 食
( コ ザ)
をした後に、
各家々の墓に参る。料理と泡盛は松善と仲宗根太郎の墓のた
めのものと、
各 家 の墓のためのもの と 別 々 に 用 意 す
る。
注
川琉
球王室による清明の墓参の制度化が文献上で
は一七二八年
と考証され、
そ
の頃、
帰化人の子孫である唐栄人が久米島
でこれを行っ
てい た
とみら
れる
か
ら、
清 明 祭 の 上 限
は お
そら
く一八
世紀初めとみな
し て よ か
ろ う
( 小 川 徹 、
一九
七O 、
窪徳忠、
一九八一、
八頁)
。
凶比
嘉 (
一九八二、
四七頁)
同比
嘉 (
一九八二、
四六t七
頁〉なお韓国
の 問中
(ムンヂュ ン ) で
は 清 明 祭
は
ないが、
寒食日(冬至後一O
五日
目で
清明の翌日)
に五
代祖以上の祖先に対す
る墓前祭の時祭(シヂエ)
が 行 わ
れ る 11 全 羅 南 道 求 礼 郡 の 班 村 に お け る 順 天
朴氏門中
。
時祭
は 、
順天朴氏
文 粛 公 派 の 始 祖 か
ら
数 え
て
十世の後孫が求礼に入
郷
した
ので、
この十世と十
一世の
ため
の祭杷で
ある十月 十 日 の も の が 最 大
で、
以下十二t四世の時祭もそれぞれあり、
寒食日の
は 上 記の如く、
五代
祖以上の
すべ
て
に対するものとされている
。
この他に四代祖(高祖
)以
下に
対 し て は 、
忌日に家内で行わ
れる忌祭(キヂエ)
や正月や秋タ(八月十
五日
、
日本の盆に
あ た
る)
など
の名節に各家庭で
営ま
れる茶礼(チアリ
エ)
が あ る 。
忌 祭 は と も
かく
、
時
祭とくに十月十日に
は 村
内 の問中
員ハ四十戸)
はもちろん、
全国に散
在する約四OO戸の門中
員が参一集するものとされ
ている
から、
その規模
は ま こ
とに盛大で
あ る 。
また
現在の宗家当主が二四世だ
から、
嫡系でない二男以下の
系統において、
すで
にいくつ
かの
支系・傍系ができており、
そ れ
らが
各々営む
時祭も
あっ
て(
私 門
中、
サムンヂュン
) 、
門中組織全体と
して
は
、か
なり複雑
な 様 相 が み ら れ
る
( 竹 回 日 一 、
一九八三、
一九七t二O八頁)。
韓国の場合と
沖
縄では、
歴史的背景や諸条件がいろ ろ異
る
から、
す ぐ に は
比 較
で
きないが
、
右のよう
な 韓 国
門中の諸事実
は
沖縄の
門中を考察する際、
多 くの示唆を提供 す
るものと思う。
凶比
嘉(一九八二、
四七頁)
同テ
ラグンジン
の 語 源 に つ い て は 正 確 な こ
と は
不詳だが、
宮家準の調査資料、が
参 考 に
な る か
と 思 う
。
即ち沖縄 本 島 を中
心と
し
た広
域調査では、
沖縄の
神 社
( 権 現 、
グ ン ギ ン 〉
の多く 、 が 海 岸 近
くの洞窟を本殿としているが
ーーその本殿
に あ て ら れ
ている洞窟内
に骨やビジル(霊石
)が
紀られている||』そこにテイ
ラ
と呼ば
れる
拝 所 が あ る 、
という
。辺
名地でも
グ ン ジ ン は
権現だとさ
れ、
また
テラグンジン
の あ る 場 所
は 、
たし
か に 海 岸 近
くのう
っ
そ う た
る
、 調窟で
あっ
て
、
本文にみる如くそこに骨やピジルら
し き ものが置
かれている
(宮 家 、 一九七六、
三八二t 三 頁 〉。
倒こ
のとき
は 千
里眼(ユタ
)に
代表長
が 何 回 か
足を
はこ
び判じ
て も ら
って
は 議
論 し
た、が、
結 局 その位粋
は現在でも元家に 和 ら れ
ている(次章凶・附で後述)。
四
辺名地の門中組織11ーその表章と観念
問中はある意味では、
沖縄親族組織の典型とさえ考えられているが、
二
章で触れたように、それは主に本島の南
・中部に顕著であって、北部では宋
発 達 な い し 形 成 ・ 確 立 過 程 に あ り 、
そ の 変 差 も さ ま ざ ま で あ る 。 前 章 で は 、
問 中 を 中 心 に し た 祖 先 祭 杷 の 諸 相 を 清 明 祭 に お い て 考 察 し た
が、
本章では
円中組織の諸
表
章
と
それに関わる
観念
について、
辺 名 地 で は 如 何 な る こ と
が指摘できるか、
を 検 討 し て み た い 。
一 般 に 門 中 組 織 の 制 度 的 な 表 章 及 び
そ
れに関わる
観
念
とし
ては
、
川家譜、
凶門中墓、
同墓所
、
川位牌、
同祖先
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祭記(H清明祭)
同父系嫡男相続制、
川養子同門制、
附他系混入と兄弟
重 合 の 禁 忌 、 川 「 門 中 」 の 称 呼 、 な ど が あ げ ら れ て
いるω。
そして云うまで
もな
く
、こ
れらは
すべ
て、
先に二章でとりあげられた問題である。ところ
で、
二章で予め断ったよう
に、
北部門中組織に関わる重要な諸問題を辺名
地の諸事実に即して検討するには、
われわれの調査資料は極めて不十分な
ので、
こ
こ
では
と
り あ え
ず
、右
の諸要素につ
い
て辺名地の場合を概括的に
検討してみることにしよう。
) l(
家 譜
首里王朝時
代、
尚貞王の頃に系図座が創設され
、士族に家譜を編纂さ
せ
、
それを保管さ
せ
て、
士
族にとっての身分保証の根拠にしたという。
し
たが
って家譜は旧
土族
層では、
門中本家
に保管され、今日でも門中結合の核
と
しての機能を十分に果しているが、
辺 名 地 の 門 中 は い わ ゆ る 百 姓 門 中 で あ
って
、
家譜の存在は知られていない。今日、
辺名地の門中が自らの出自を
確認し理解するための家譜に代るものとして
は
、残
された位牌や伝承によ
って 再 現 さ れ た メ モ だ け で あ
る。
それを文書として所有している
門中は、
仲村門中と渡口門中のみであって、
他の門中には
それ
もない(図2・
3参
照
〉。
そして渡口門中のものよりも、仲村門中の文書の方がやや格式があ
るようで、仲村門中では、
それを正月六日と旧五月五日の問中拝みの日に
宗家で問中成員に限って公開している。これは、この宗家に上述のよ
う
に
「ノロ辞令書」があることを考えれば、何か符合するものを感ずる。ところで、
この
両門
中の文書
ハ系譜図
)
に共通しているのは、始祖が南部
か
ら
やって来たということ、
そして
それが個人名ではな
く、
按司あるいは親雲
上、
筑登などの役職名で記載されていること、さらに世代遡及深度が比較
一五
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的浅い系譜図であることなどである。わずか二例からでは憶測に過ぎないが、こうした点は最近になってつくられた系譜図(家譜)
の
一つの特徴を
示しているのではなかろうか。前章でも触れたよう
に、
辺名地の草分けと
される松田門中に家譜が現存しないのは、
その草分けの確証を明示し得な
いということであり、
既述の如くシヌグ祭把やムラシlミーを主催するノ
ロ の 適 否 を め ぐ っ て 物 議 を か も す の も 、
それが一因だと考えられる。松田
門中のマンナルンチとへナジャlの対立は、この点からまだ当分続くことが予想される。渡口及び仲村門中(とくに前者)のように、
辺名地では新
しい中・南部からの移入者の問中において、門中組織の分枝が明瞭であるのに、
草分けの松田門中でそれが不明確であるのは、
北部と中・南部の門
中組織の丹念な比較をしないと何とも云えないが
、問
中組織が南
・ 中 部 か
ら北部に浸透する過程で、
一体どんな事態があったのだろうか:・:、
問題
を提示しているように思う。戦災で無くしたとされる(その真偽も定かではない ) 松 田 門 中 の
家譜があれば、この聞の事情は
もっとはっきりするか
もしれないが。
(2) 
円中墓
門中の成員すべてが一つの墓に納まるという本来の典型的な「門中墓」
は辺名地には 一 つ も な く 、
ほ と ん ど 家 族 単位の墓
(チネlパカ)、
いわゆ
る比嘉政夫のいう家筋単位の墓である。但し、松田問中には一応、
かって
は門中墓だったともみられるふしのある亀甲墓がある
(写真8)。
様式と
しては出い亀甲墓はごくわずかであり、
ほとんどが比較的新しい家形の墓
である(写真9V個人シ!ミーには、
各家族がその家の墓に参るが、門中
シlミーには、宗家の墓あるい
は 、
その中でも系譜の遡りうる最も旧い祖
ムノ、
先の墓に参って、
そこで会食をする。墓の内部は数段の階段状になってお
り、一番奥に祖先の骨壷を置き二番手前に最近亡くなった人の骨壷を置いてある。夫婦は墓に向って左に夫、右に妻の骨壷を置き、後妻がいる場合は夫の左に置き、同列とする。これがグショ(墓場)でのさまりであるという。また、
離婚して実家に一戻った女性については、
本来、同じ門中の成
員であるから同じ墓に入れてもよいとする場合もあるが、
問中墓の傍
らに
簡単なコンクリートブロックの
H基
山
を特別に造ることもある11松田
門中の例(写真凶)。
いずれ門中成員と一緒にするのか
あるいは仮りの
M墓Nのままで置か れ る の か 、
その辺りの判断は不明確で、
やがて
その決
定をユタに委ねることも考えられる。
(3) 
墓
所
遠い先祖の墓所とされているのは、前章で触れた、
ムラの西方に位置する
テラグンジンである。
そこには、
他界へ通じるとされるこつの洞穴(上と
下のテラグンジン)と崖下の一角にサンゴの壁
で固まれた洞穴のH墓Hが
ある(図1及び写真
316参照)。この洞穴墓の人骨は、どの問中のどの家
の祖先とも特定できないもので、
前述のようにムラシiミiのときだけ、
ノ ロ を 中 心 と し た 松 田 門
中や
その他の村人たちが参る。
辺名地部落外の墓所としては、各門中成員が三年あるいは七年に一度、
東廻りをする際の遠祖にまつわる墓や聖地及び井戸などがある。前述のように、仲村問中の場合は、
嘉手納、
石川、浦添、
首里など十数ケ所に及ぶ。
なお仲村門中の宗家に
は、
今
帰 仁 に あ る こ の 門 中 の 遠 祖 の墓所を拝む。ぉ
通
し
H
(拝所〉が屋敷内に設けられている。また、渡口門中の東廻りは那
覇である。総じて、松田のような地付きの門中と
渡 口 あ る い は 仲 村 の よ う
な 後 か ら の 移 入 者 の 門 中 と で は 、
墓所や拝所の観念に距りがあるように感
ぜられる。
(4) 
位
牌
辺 名 地 の 家 々 で は 、
ほ と ん ど が 衝 立 形 式 の位牌(位牌立て)
であり、
れは二番座にある先祖棚の最上段に置かれである。
そして門中の宗家(元
家)には一番座
に 伝 説 上 の 祖 先
を杷る香炉がある(写真日)。〔前稿の図4
参照〕
位牌立ての中央には「帰真」・「霊位」と書いた札が位置し、
その
両側に祖先の位牌(名札)を世代の古い順に右、左と交互に並べていく。代々の当主が上段で、
その妻が下段に置かれる(写真ロ)。
辺名地でも兄弟重合(チョiデカサパイ)
の禁忌があり、他出する以前
に亡くなった弟の位牌は、
台所の棚に置く か 、
あ る い は 同 じ 棚 に 並 べ る と
き
は
、
とくに別の衝立をすること
により、
この
習 俗 を か ろ う じ て 守 っ て い
る。これは他系混入(タチイマジクイ)
の場合も同様である(写真口、
川間
で後述)。盆のウンケi(盆迎え、旧七月十三日)には当主が位牌立てを棚からおろし、
位牌を一つ一つはずし、
丁寧に水洗いする。これをH行水山
とよんでいる、が、縁側のタライの中で
「御先祖さんが、ァl気持が良い
といっている」と一五いながら、
丁寧に位牌を洗っている様子は、
ほんとう
に行水といった風情で何ともほほえましい(写真日)。
なお、
このとき新盆の家では新仏以外の位牌には、位牌立てごと白紙が
貼られる(写真H)。
ウlクイの日(盆送り、
十 五 日 ) に は 、
位牌の前で
ウチ カ ビ を 燃 や し て 祖 先 を 見 送 る ( 写 真 m - m ) 。
(5' 
祖先祭杷(H清明祭)
前章で既述。
沖縄辺名地の社会類入学的調査
E 
(6) 
父 系 嫡 男 相 続 制
辺名地もこの規制は理念として定着して
いる。
そして系図を見る限り、
これに対する違反は稀である。ただ、
その場合の制裁の程度とか便法につ
そ
いては、はっきりしない。
いずれにしても近年はそうした違反例はないと
いう。また、
盆のウンケーやウlクイなどの行事においても、
その家の当
主 の み な ら ず 、
他出しているその長男
つまり継承予定者が家に戻ってき
て、先祖棚の前に着座し、
よ う や く 行 事 が 開 始 さ れ る
一同が揃ってから、
のも、この規制に結びつく観
念 や 意 識 が 働 い て い る か ら だ と 考 え ら れ る
。
(7) 
養子
同門制
父系出自を尊重する明快な考え方の一っとして、
養 子 を 父 系 の 親 族 か ら
取る慣行がある。父系出自集団としての門中の親族理念が、
一つにはこの
養子
同 門 制 に 現 わ れ る わ け で あ る 。
辺名地でも、
この原則は理念的に遵守
されているようだ。卑近な例では、松田門中の元家、マンナルンチの現当主の父がオヂから養取されている〔前稿の図5参照〕。しかしながら、他の仲里・小浜門中や寄留の大城門中においては、
血縁関係のない者の養取慣行
も、
現実には存在する。したがって、
ここでは一般理念としては意識され
ているものの、他
系からの養取を排除するという強い否定の観念は、
ど
う
もみられないようである。
) 00
他系混入と兄弟重合の禁忌
父 系 血縁以外の他系が混入す る こ と の 忌 避 観 念 は 、
渡口門中の事例によ
く現われている。系譜図で示したように、
始祖は首里からやって来た役人
とそ
の妻であるが、実際には
その妻の母の位牌とされるものが存在する。
これは渡口門中にとっては他系であり本来、
排除すべき位牌である。だか
七
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ら門中の成員が集まるたびに、何度となくこの位牌の処理を論議した末、ユタ(千里眼という)にみてもらった
ところ、
その故人の出身地である崎
本部へ帰すようにという指示はでたも
のの、
その家を特定できなかった事
情がある(写真7及び前章注州参照)。したがって、宗家の台所の棚に暫定である( 写 真 日 ) 。
この間り方にも本来ならば
的措置として置かれていたが、
現在では衝立を利用し、二番座の棚に置い
ユタの指示を仰ぐ必要が
あるのだが、
次第に忌避の観念が薄れていくのか、
宗 家 当 主 の 独 断 で 処 理
したと
いう。
兄弟重合の禁忌については先に凶でも触れたが、
辺 名地では、
これが拡
の禁忌がある
大強化された観念としてのイチュクカサパイ(従兄弟重合)
ム
イチュクカサパイのモデツレ
A 
X 
図5
A 
(AのみEgo の養子となることが可能である〉
八
( 図 5 参 照 ) 。 適 当 な 把 り 手 の な い 第
二次世界大戦の戦死者の
位牌が、
この
禁忌に触れるために台所に、
あるいは二番座の棚にあったとしても、衝立
を
挟 ん で 隅
に置
かれる
の は
、
その現れである。
(91 
「 門 中 」 の 称 呼
清明祭の際に、
門中シlミーという名称、が他のシlミ!と医別す
るため
に 使 わ れ る が 、
日常生活では、
「松田」とか「仲村」などの名称は稀にし
か使われず、
一般に屋号で呼ばれ、
「松田門中」とか「仲村門中」と
いっ
た言い方はあまりなされていない。
そして、
門中内部の分校集団を示す場
合には、
宗家の屋号に、
指小詞である「:::グワア」を語尾につけている
( 渡 口 、
仲村、
大城
の 各 門 中 系 譜 図 参 照 ) 。
これを、
ときには長男パラ、
次
男パラ、一二男パラというように、
パラと呼ぶこともある。
以上の他にニ章でとりあげられた重要な問題
に、門中形成以前の、ある
い は 門 中 と 重 複 ・ 併 存 す る ヒ キ ( 1 F C
ないしハロlジの如き双系的親族
組織があるが、
残念ながらこれについては分析可能な調査資料を
入手でき
なかった。農
作 業 ( キ ビ 倒 し )
や家普請などで日常的な互助共同をするユ
イ セ は
とくにハロiジ関係が中心になる傾向があるわけで
もなく、
地
縁
的な班単位とか近隣・友人関係による随意的な場合の方が多い。
注
川小
川徹
(一九
七一)
五む
す
び
一一 一
・四
章で清
明祭
と門
中組織を
それぞれ
概括的
に記
述考察
したが、
そ
れ
が辺
名地
の村
落構造
の解
明にどれだけ
役立
った
かは、
なお
心もと
ない。
ま
た、
ニ章で
整理検
討し
た
よう
な沖
縄北部
の門
中組織
の諸
問題
に関
して、
辺
名地
のそ
れが
どのよ
う
な意味を
も
つの
か
、
とい
う
こと
にも
、
いまのところ
積極的
な解
答は出せ
そうもな
い。
われわ
れ
の非
力もさ
るこ
とながら
、
辺名
地には門
中に関
する有
用な記
録文書
・資料
が之
しく、
決め手に
なる
ような
分析
手段を案
出
で
き
かねた
、
とい
う
状況
もある。
しか
しこれ
は、
辺名地
の
門中組織
がそ
れだけ
未発達
だ
という
、
一側
面を示
して
いる
とも云えよう
。
だが少くとも
、
前稿
の
シヌ
グ祭
加
の神
役組
織でも
明らか
であ
った
よう
に、
三章で考
察し
た清明
祭でも
、
ム
ラシlミl
の態
様
にお
いて
、
草分
けや
旧い
地付
きの門
中
がその
中
心になる
のに
、
後来
の移
入
者の門
中が
これにほとん
ど関
与
しない
のは
、
辺名地
の村
落構造
を端
的
に示
す
一つ
の
事実
である
、
はち
がい
ない。
そしてその
よう
な新
・旧門
中
の相
異は門
中シlミ!
のやり
方にもみられた
が、
四章の考
察でも
、
多く
の表
章や
そ
れを
めぐ
る観
念で、
かな
り明
瞭に
対比し
うる
もので
あ
った
。
今後、
辺名
地村落
の形
成過程
を沖
縄北部
の歴
史的展望
を視野
に入れ
て、
具体的
に分
析す
るなら
ば
、
二章
で検
討した
ような
北部
の
門中組織を
めぐ
る諸
問題
に
も積極的
な寄与が期
待でき
るで
あろ
う。
ともあれ
、本
稿は今後に多く
の課
題を
のこ
した
まま
、
ひとま
ず前稿
に
つづく
調査報告
と
して
まとみて
みたわけである。
〔付
記〕
調査は
一九八
三
年三J四月
、
八月に
計
約四
週間
行った
が、
辺名
地で
は渡口政
吉区長
を
はじ
め松田要
清、
護口武
栄、
仲村貞男
、
島袋良子
沖縄
辺名地
の
社会人類
学的調査
E 
など
の皆
様、
その
他
多く
の村
民の
方
か々
ら
温い御
協力
をいた
だいた
。
あ
らため
て御
礼申上げ
る次
第で
める
。
なお三
J
四月の清
明祭
の調
査に
は、
松本誠
一研究員も参
加し
て
参
与観察、
資料収
集を行
った
が、
本稿を
まと
める
時点
で
は韓
国に赴
いて
不在
のため
、
執筆
には
加わ
って
い
ない。
最後
に、
前稿
の
ときも
すっか
り
御世話
にな
った
が、
本研
究所員竹内老
子さ
ん
には
、
原稿印
刷の細
し々
た事
柄に
つい
て
、
いろ
御配
慮いただ
いた
。
心か
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縄
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比嘉
政夫
一九七
四
「問
中研究
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ぐ
る諸問
題||
小川徹
の
論考を
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に」
、
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縄
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縄
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編
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す
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若干
の
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編者あ
とがき」
、
『沖
縄
の社
会
と 宗
教』
(東京都
立大学南西
諸島
研究委員会編)
所収
三三
二土ニ頁
山路
勝彦
一九六
八
「沖
縄
小離島村
落における
〈門
中
〉
形成
の動
態||粟
国島
におけ
る父系親
族体
系と
して
の〈
門中
〉
の若
干
の考
察」
、
『
民族学研究』
一二
三
一九
八二
一九
七六
「沖
縄
民俗学
の方
法」
「神
社信仰
に
つい
て」
、
新泉社司沖
縄||
自然
・社
会・
文化』
『韓悶両班
同族制
の研
究』
(江
①， ② 重箱， 酒， 莫産， 線香， ウチ カピ (紙銭〉 な ど を携え てテラグンジ ンへ向 う
③ 崖下の “墓" の内部
④ “墓の前" に重箱や酒を 供え ， 線香 を 焚い て拝む
⑤ 下のテ ラ グン ジ ン に全員が着座 し， 拝みが始 ま る
⑤ ま ず， ネ ガ ミ 〔 ノ ロ の代理の姉〉が拝む
③ 松 田 門 中 の亀甲墓， ム ト ゥ ヤ 〔元家〕 の マ ンナ
ノレ ンチ の屋敷前に あ る
⑮ ③の 門 中 墓の傍 ら に つく ら れたコ ンクリー ト ブ
ロックの “墓"
⑫ 一番座の始祖の香炉 (仲村門中の元家)
⑦ 渡口問 中 の記録簿， 門中シ ー ミ ー の記事， 清明
祭 ・ 東廻 り の登首人選出や位牌祭杷の件で千里
眼 ( ユタ 〕 に判じ に行 っ た， と の字句が みえ る
⑨ 辺名地の村はづれ に あ る家形墓， 海上の 島影は
伊江島
⑪ 位牌立 て 〔 仲村門中 の元家〕
⑭ 新盆の家で は， 位牌だて に 白紙が貼 ら れ る
⑮ ウ ンケ ー の迎え火， 家の門口に青竹を 立 て， そ
の先に松根の小片を のせて焚く
園管
⑮ 13 日 の ウ ンケ ー (盆迎え )の先祖棚， 真中の位
牌だけ が特に衝立で仕切っ て あ る の は， 他系混
入 を 避け るため， (なお， 棚に は必ずサ ト ウ キ
ピを供え る …・・⑫， ⑬参照 〕
⑬ ウ ンケ ー の位牌の “行水"
⑫， ⑬ ウ ンケー の前 日 か ら 盆行事や中元贈答の品々 がj百先 を賑わ す 渡久地， (サ ト ウ キビは先祖が
霊界の往還 り に杖に す る と して， 先組棚に必ず供え る・・・ ・⑬参照〕
⑮， ⑧ 15 日 夕刻の ウ ークイ (盆送 り )， 送 り 火を 焚 く 台 はパナナの茎で つ く る
⑫ 15 日 の ウ ークイ と 翌日 日 に， 青年たちが エ ー サ
ー の踊 り を く ん で各戸 を 廻 る
⑧ 盆行事の線香は， と く に中 国 (台湾) 製の も の
を 使 う こ と と され， 庖で 買 い も と め る
⑧， ⑫ 台湾の清明節 台北市三張型の共同墓地， 人 々 は墓掃除に訪れ， 先祖に供物 をささげ る
〔墓は亀甲墓， 一隅に后士 と い う 墓の守護神を 杷 る )， 清明には， し ば し ば洗骨改葬され る
